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（１）山崎の農村疲弊の原因の理解と農民道　
山崎は、昭和初期の農村恐慌にあたり、その原因を経済
不況その他農業の交易条件の悪化や政治の貧困に求めずして、農民の日常倫理の弛緩にあると主張した。即ち、
「労働に終始した農民の間に労働忌避の風が漲り、労せずして利を漁る習性を馴致し、自己の義務に対する執着心が次第に喪はれて、利を追ふに汲々乎とする様になり、自作自給の特典を忘却して徒に買癖のみ増長し、質素倹の美徳を放棄して華美 歓迎する事に浮身をやつし、功利に駆られて守操の必要を弁へずになり、偶農耕にいそしむと雖も気をやることが多くなり、徒に他の出世を羨み、立身を恋ふて自己の立場や力量を顧みんとせず、思ふ様にならざれば人 怨み世を呪ふ事をも敢てする民風を醸成して、如何し 農村が振興するものぞ。農家が繁栄するものぞ。今日の 疲弊
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農家困憊は決して偶然に来たものではない。政治政策の為めのみで ない。農民が世相に迷ひ、惑ふた為めであると断ずる外は のである。それ故に 農村の人は自己反省をして、転迷開悟の道理を践まねば らぬのである
（（
（
」
と、農民を叱咤している。　
また、大豊作により米価が低迷した昭和五年一〇月、茨
城県下において講演し、 「不況を嘆じたり、窮況を叫ぶものは、今までの不心得が暴露したのである。平生の心得がよければ之位の事で困る道理はないと云ふのである。多数の人は面喰つた様子であった
（（
（
」との感想を日記に残してい
る。　
このように、山崎は農民が農民として守るべき倫理道徳
は、単なる生活規範に止まらず、農家の経済的繁栄をもたらすべき規範であるとの信念を固く持ち、昭和五年五月、天皇に「農業の経営」をテーマとして進講した時も 借金に苦しむ農業経営 打開策 して、理想信念の確立、随神道に基づく「農民道」の鼓吹 挙げた
（（
（
ほどであった。
　
山崎は、この「農民道」を「三大根本主張」のひとつに
挙げる（後述）が、筆者は山崎の後期思想の中心をなすものと考える。そこで本章においては、 初期思想におい 「
道」とされた農民の守るべき論理道徳が後期思想において「農民道」に変容した経緯を追いつつ、 「農民道」を明らかにすること したい。（２）武士道と農民　
前々号で述べたように横井時敬は、農民は武士道の継承
者であると主張した
（（
（
。もっとも、横井の場合は、中農以上
の村の指導にあたる者の日常倫理として武士道を挙げたのであるが、山崎は、愛知県立農林学校の校訓の第一に「礼節を正し廉恥を重んじ古武士の風を養ふべし」を掲げ
（（
（
、将
来の農民たる生徒が武士道の精神を養うべきことを学校教育の目標とし 。また、 『農村自治の研究』においては、すべての農民に「武士道」の継承者たること 求め、これを「農道」と記した
（（
（
。
　
明治維新により四民平等が唱えられ、武士階級は否定さ
れた。このため、新渡戸稲造は、武士道は「鉦太鼓 響きを以て世に迎へ入れられた道徳は「将軍達王達の去 」と共に消え行かんとする運命にある
（（
（
」と述べ、我が国に西欧
的道徳が移入されるに従い 消える運命にあるとしたが、明治社会におい は、そ 倫理道徳はむ ろ観念化されてひろく社会道徳とし 継承された。福沢諭吉も「今の独立
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の士人もその独立の法を昔年の武士のごとくにして、大なる過りなかるべし
（（
（
」と述べ、西欧的絶対神に対する信仰が
ない我が国においては、個人の確立は神との対立という緊張関係において実現することがないので、 道と言う我が国古来の儒教的相対的対人関係にお て確立する方法を説くのである。一方、横井や山崎が言う農民が承継 べき武士道は、福沢が着目した独立自尊の観点からではなく、資本主義の功利主義・拝金主義によって都市住民が喪失した我が国古来 美徳である清廉 無欲、奉仕 忠誠などの徳目を回復するという観点であった
（（
（
。すなわち、武士道は
資本主義の非道徳性に対抗する道徳であるが故に資本主義の「対抗思想」として農本主義者に取り込まれ、農民 倫理道徳としての位置 与えられたの ろう。山崎は これらは老農に共通する精神であると言い
（（1
（
、武士道は農民指
導者にも内在する道徳＝「農 」であると 張し、農民すべてがこれを修めるよう説くのであ 。（３）随神道と農民道　
この「農道」が「農民道」に変容したのは、東京帝国大
学法科大学教授筧克彦博士が唱道した古神道であるところの随神道によってであった。すなわち、山崎は大正三年安
城農林学校で筧の講演を聞き
（（
（
、随神道の説く「帰一と分担」
に共鳴し、これによって「農民道」を組み立てた。筧の説くところによれば、古神道には二種類の神が存在し、第一種の神は天之御中主神 、世界の中央にしてその根柢たる神であるから、宇宙一切の真の大生命であり、一物としその顕現でないものはない。第二種の神 、八百万の神であって、唯一神である天之御中主神の表現である。互いに相対立しつつ天之御中主神に帰 する 々である。八百万の神々は互いに他の権限を尊重し合 、その 性を発揮するというのである。これは、ヘーゲル哲 の部分が全体示すとする表現帰一の理論を借用したものと言われる
（（1
（
。
　
山崎は、 「軍人は軍人らしく、農民は農民らしく、親は
親らしく、子は子らしく、男は男らし 、女は女らしく、富める者は富者らしく、貧しきは貧者らしく らねばならぬのであ 。換言 れば各其分担を知り、其分担を守り、其分担に最善を尽して、以て国家に帰一し 天皇に帰一せねばならぬのである
（（1
（
」と述べ、農民が農民らしくその与え
られた分担に最善を尽すことが天皇に帰一する道であると説いている。　
山崎は、 『農村自治の研究』においては、日本 天皇を
宗家とする擬似的家族制国家 と説き、農民に天皇に
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対する家族的情愛感を抱かしめ、その上で農民こそ「天皇の藩屏」であり、国体の擁護者たる使命を負っていると述べ、この責任を担う農民の誇りを強調した。約言すれば、農民の責任＝農業労働に 緒的動機付けを行った。こ に対して随神道に基づく「農民道」においては、天皇は擬似的家族の長ではなく、大宇宙の根源たる神につながる聖的存在とされる。言い換えれば、天皇は農村共同体の枠組の外なる存在とされる。従って 民と とは本来異質 存在であるが、農民が与えられた 務 守るこ によって天皇に帰一す 、すなわち同質のも とされ、 「凡ての束縛から超越しての楽土を迎ふ 事が出来る
（（1
（
」と説く。このよ
うに、山崎は農民 日常の労働に意義を付し、ひたすら天皇のために力を尽すよう求め、それが農民 楽土＝安心立命の地に至らしめると説くようになったのである。かつて『農村自治の研究』において説いた「農道」は、武士道に淵源をもつ人格向上を図る倫理であった に対し、 「農民道」は一種の宗教であり、その権威をもって農民の行動を縛る規範であったと言えよう。（４）農民道の唱道イ
　
皇国農民教育機関の設立（国民高等学校運動）
　
山崎
が農民道を鼓吹するようになる契機は、第一次世界大戦中の好景気到来に伴い、農民の心が動揺し、農村を去るものが続出したことである
（（1
（
。その後戦後不況の到来により農業
の将来に希望を失う風潮が生まれたため、農林省の石黒忠篤、 小平権一、 東京帝大の那須皓、 京都帝大の橋本伝左衛門、農民教育家加藤完治らと、デンマークの国民高等学校に倣い、 精神を教育する学校の設立を図った
（（1
（
。その母体た
る日本国民高等学校協会は、大正一五年に上記のほか井上準之助、渋沢栄一 帝国農 副会長矢作栄蔵などを加えて発会した。この協会の目的は「農村ノ中心人物タルベキ者ノ養成指導ヲ為シ依テ農民ノ精神上及物質上ノ向上発達並農村 改善ヲ期スル」 （同協会定款第二条第一項）ことであり、事業は「①日本国民高等学校ヲ設立シ之カ経営ヲ為スコト、②他ノ国民高等学校ノ設立ヲ助成スルコト、③農村ニ於ケル講習、講話、実務ヲ為スコト」 （同条第二項
（（1
（
） 、
であって、日本国民高等学校の設立 みならず、 種の学校の設立を助成するといういわば「国民高等学校運動」中核となることを明示して る。しかし、直接の目的は加藤完治を校長とする にあったことはいうまでもない。同校の設立趣意書は、 青年 訓育と農業経営の実際的改善 、而して農業労働の尊厳に対す
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る信念の鼓吹とこの三個の事業を一方に総合体現し得る人格に至っては、われらは多年農業界及び教育界において幾多の人材に接するといへども、その中に就いてこれを求めて頗る得易からざるを憾む。独り山形県立自治講習所長農学士加藤完治君は、堅実剛毅、熱誠力行 士にして、われらのひとしく認め以て天成無二の農村教育家となす人なり」と記し、同校 設立目的は、加藤に の場を与えることにあるこ を明らか してい 。かくて、昭和二年二月、日本国民高等学校が開校した。同校におい 教職員も生徒も寝食を共にし、心身鍛錬を行う塾形式・道場形式による教育が行われた。この教師と生徒と 人間的な触れあいを重視する教育は、近代教育への疑念から大正期に起った新教育運動が玉川学園 自由学園など生活や労働実践を通じた自由主義的人間教育を標榜す 学校を誕生せしめた風潮と軌を一にするもので っ
（（1
（
が、日本国民高等
学校の教育は、自由主義どころかひたすら日本農民魂 鍛錬陶冶、皇国精神の実践的体験を通じて天皇の生命 弥栄に帰一する農民を養成すること あった。この日本国民高等学校方式の教育機関 昭和六年現在一二校（うち 台湾に二校）に上った
（（1
（
が、この後農林省が推進する農村経済更
生計画における農村中堅人物 施設（農民道場） 設立
され、その多くが日本国民高等学校にならって皇国農民教育が行われた。ロ
　
山崎の農民道教育
　
山崎も、大正四年帰農の志をもっ
て三重県石薬師村の山林を開墾した 「我農園」 を、 昭和四年、「神風義塾」と称する農民道場に改め、 修練生を受け入れた。定員は二〇名、修練期間は一年であった。 「神風義塾 の目的は「我民族ノ本然性ニ基キ皇国並ニ農民ノ道義ヲ経トシ農場経営ノ真剣ナル労働生活ヲ緯トシテ農村青年ヲ訓育鍛錬 雄健闊達ナル気魄ト頑健ナル体躯 ヲ有スル愛国的農民ノ養成」であり、教育方針は「我塾、我 農業ノ血タリ肉タル自作 及小作農ノ生クベキ道、弥栄ニ栄エ行カム道ヲ講ジ、其子弟動モスレバ、農村生活ニ望ヲ絶タントスルヲ救ヒ、最モ住心地ヨキ新シキ村ノ建設、利潤多ク安定セル農業経営ヲナサシメンガ為ニ生レタルモノナリ
（11
（
。故ニ
生徒教養ノ主眼ハ建国ノ精神ニヨル祖神 礼拝 、農場ニ於ケル職員生徒ノ協力ニヨ 真剣ナル労働 活ニアリテ、高遠ナル学理ノ解説ニアラザルナリ
（1
（
」とあるように、 「神
風義塾」においては「建国ノ精神ニヨル祖神ノ礼拝ト、農場ニ於ケル職員 ノ協力ニヨル真剣ナル労働生活」 すなわち日本国民高等 校方式による鍛錬が行われた
（11
（
。しか
し、塾主たる山崎は老齢のため 労働を行うことが出来
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ず、日常の校務は農林学校の卒業生を指導者に任命し、彼らに担当させざるを得なかった
（11
（
。
　
そこで、山崎の農民教育の機会は、朝鮮における農民道
の教導と内地における農業青年に対する講習会が主なものとなった。（イ）
　
朝鮮における農民道の教導
　
山崎は、昭和七年、朝
鮮総督府の嘱託に委嘱され
（11
（
、昭和八年二月に始まる農村経
済更生運動の指導督励に当った。朝鮮総督府が作成した 「朝鮮における農山漁村振興運動」の自力更生の項に「農民道の闡明確守」が明記されている
（11
（
。山崎は、全朝鮮の郡守及
び道庁主任官に対する講習会の講師を務めるほか済州島を除く全郡へ赴き、指導者に ・指導を行
（11
（
。その指導
に当り最も重要視したの 、農民道であ 。すなわち、 「朝鮮の開発は容易 業ではない。一面豊富な資本 要し、一面農民道に立つ人を要する。朝鮮の開発が遅々として進まざるは、その両面に遺憾があ からである」 、 「東拓の如き兎角の批難のみ多く其成績の見るべきものなきは、農民道を弁へたる を移す能はざるにより」 、 「内鮮人 別なく」 、 「朝鮮の 教育には農民道の教育が急務
（11
（
」であると
述べ、開発資金を投入するだけで 、朝鮮 農業開発は成功しないと断言する である。しかし、農民道は 人
指導者に十分理解されなかったようである。すなわち、昭和一三年八月、大日本報徳社が主催した「第一回国民精神総動員報徳式指導者講習会」 に参加した朝鮮人受講者は 「過去を顧みて精神方面の指導教化に欠如せる点があったことを痛感し」 、道 なき経済は「永遠に覚束なしと教へられ、豁然と開眼せられた」と言い また別の同じく朝鮮人受講者も「報徳式 以て指導せば、朝鮮農民の更生も、決 て難事でないと云ふ事を悟った」と感想を述べている
（11
（
。神道
の伝統がない朝鮮においては、古神道を基礎とする農民道より儒教的「分度・推譲」の「報徳式」の方が直截で理解され易かったの あろう。（ロ）
　
内地における農道講習会における農民道の教導
　
山
崎は、郡単位の農会において、農業青年を対象に農民道の講習を行った。農道講習会に出席した講習会の受講生は 「農道会」を結成し
（11
（
、農民道の実践に努め、毎年山崎を招聘し、
その講演を聞いた。農道会は、昭和九年現在、佐賀、福岡、愛媛など七県で結成されている
（11
（
。
（５）農民道教育の内容　
山崎と加藤は、ともに筧の随神道に感化され、農民魂の
鍛錬に当ったのであるが、加藤のフィールドが主に農業の
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現場であり、 「土を耕すと同時に他面自己の心を耕し、此処に農の真の意義、農業労働の尊厳を体得するに至る
（1
（
」と、
農作業を通じて天皇への帰一を具体的に体感せしめたのに対し、山崎の教育は専ら講学であって、抽象的、観念的であった。そして、 「帰一とは一つになることであり、無二のことである。分担は区別であり 差別である。帰一と分担によって事物は発達 来たし、進歩を招き、向上を見るものであれば、弥栄の理想に生きる日本国民は、神代の昔より其処に目醒めての活路をなし、以て万国無比の国体を造り上げたのである
（11
（
」 、 「如何なる場合でも我大和民族は、
天皇に帰一することを先にせねばならぬ。国家に貢献することを重しとせねばならぬ。 〔中略〕私利の めに公益を犠牲にしてはならぬのである
（11
（
」と、農民に対しひたすら滅
私奉公を求める。もちろん、肥料等農業生産資材 不足
（11
（
に
対する不満 洩らすこ は許されない
｢ 国に不平を訴え
たり、天地を呪ふ者は、真の農民 はなく、農民の価値はない
（11
（
｣
と断言する。さらには、 「召されて兵となり、戦場
に一死報国を覚悟するは容易であるが、郷土を護っ 農業により 生 なすは容易の業 はない。而して難易を論ぜず、唯一筋に我君国のため せんとするは日本精神であり、農民精神でもある
（11
（
」と、ひたすら精神論を説くのみ
である。こうして見ると、農民道の本質は、実践倫理ではなく、奴隷的勤労に耐え 力を与える宗教と言うほかないであろう。　
山崎の著作年表
（11
（
によれば、戦時色が強まった昭和一五年
以降の著作は、 『農道説話』 （昭和一五年七月） 、 『農道実践』（昭和一六年三月） 、 『昭和の義農』 （昭和一七年一〇月） 、 『農民魂』 （昭和一七年一一月）と農民道に関するものがほとんどであった。
三
　
考察
　
以上、時代に添って変遷する山崎の農本思想を追ってき
たが、あらためて山崎の農本思想とは何であったか、考察したい。１
　
山崎の農本思想は、日清・日露戦役後に興隆・進展し
た日本資本主義が農業・農村に侵入し、 業問題が社会問題として生起した明治末において、農業・農村、農民の置かれた危機的状況を救済することを目的として鼓吹され、かつ、その後も継起する農村問題 対し、 「農国本」の立場から、政府、農民に叫び続けられた思想であって、その表われ方は時代 変化に応じて、 「 村自治」 （初期） 、 「
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村計劃」 （中期） 、 「農民道」 （後期）と変わっている。山崎は、昭和七年当時、 これらを「我 生三大根本主張」 称し、 「相関連し因果」するが「農民道の信条に立た なければならないと主張している
（11
（
。筆者は、この
｢ 農民道
｣
の優越性に
山崎の思想の特徴が見られると考える。２
　
山崎の思想の基底に国家への帰属意識が強く存在する
が、初期思想にお ては、国家は権力的ではなく、家族的であり 擬似家族たる村落共同体の延長として認識される存在 る。村落共同体においては、村長は父親 あり村内の秩序は支配＝服従関係ではなく、指導者の徳性の発揮によって維持される。国体も同様である。天皇を頂点する血族によって構成され、天皇は人民を児孫の如く慈しみ、人民も父母に事える如く皇室に対する。農村は、国家の主要な構成要素であり、その繁栄は国家 繁栄そのもなのである。　
山崎は、この共同体のもと、農民は自治に自覚し、個人
レベルでは勤倹・貯蓄に努め、集団レベルでは分度・推譲の教えを守り、村の品格を高め、隣保相助し、農村計画る町村是を樹立し 農会・産業組合組織を活用 て合理的な農業に励めば、資本主義に対抗可能であり、そうすれば
農村危機を打開し、農村（すなわち国家）は繁栄できると強調するのである。このように、 初期思想は、 枠組としては、勤倹などの道徳をもって難村立直しを図った老農の農村救済策の系譜を継ぐものと言えるであろう。　「農村自治」に描いた理想が幻想に終った後提唱した「農村計劃」においては、農村振興には国家しか果せない責務
（人口・土地の適正配分）があることを主張する。しかし、その実施は町村の自治によるも とす など その性格は「農村自治」に流れる基調を引いており、いわばその大正版と言うべきである。３
　
しかし、 「農民道」については、前記二つと系譜を異
にする思想であると考える。 「農村 」 に見られる 「農道」は、農業に尽瘁した老農 精神を倫理化した概念であって、農村における実践倫理のカテゴリーに属するが、 「 民 」は、宇宙の根源的神性を有する天皇への帰一を目的とする宗教であって 天皇は擬制家族制国家の父性的・慈愛に満ちた存在から冷徹な「神格」を持つ存在へと変わるのである。農民は、与えられた責務の実践（分担）を通じてはじめて天皇との帰一が可能と説かれるが、その責務は無定量であり、無限の奉仕が求められることと同義である。山崎
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五七
は、戦争が激化し、肥料など生産資材が逼迫する中で進められた食糧増産運動にあたり、国に不平を訴える者は真の農民ではない、と叱咤する
（11
（
に至った。
　
こうして、かつては農業経営の合理化を勧め、勤労には
安息が必要と主張した山崎の思想はもはや痕跡を止めなくなってしまったのである。４
　
筆者は、この山崎の思想の変化のよって来るところを
以下のように理解 たい。　
明治政府が造出した「天皇」は 一面で 憲法に基づく
主権者＝政治的「人格」者であるが、反面その主権は伝説的「神勅」に由来し、 かつ、 皇祖・皇宗の現在形＝「現人神」たる「神格」を有する者＝宗教的権威者であった。明治政府は、当初は祭政一致を前面に押し出したが、明治一〇年教部省を廃止し、大教宣布は姿を消したが、そのことにより天皇の宗教的権威が失われたわけではなく、むしろその「神格性」 は天皇制の基底に沈潜するものとなった。政府は、この基底の上に立憲君主制を打ちたて、天皇を有機体 る国家＝擬制的家族国家の長と位置づけて、国民統合をはかり、近代国家の形成を志向したのである。　
こ 天皇の二面性のバランスは、大正期に入って崩れる。
すなわち、資本主義の発展に伴い我が国社会に浸透した西欧的市民意識 その一つ 表れである階級意識が熟成し、米騒動、労働争議、小作争議、護憲運動などが起り、政府・政党を揺さぶった。これら 連 動きは、社会 政府・政党に対し時代の変化に即応した新たな枠組の設定を求めた現象と見られるが かれらの対応は鈍かった。そこで、一部国民が皇国精神を標榜し行動を起した。その行動は、二極に分かれた。即ち、右翼は北一輝の「日本改造法案大綱」に見られる如く、政治的「人格」者たる天皇に直結する方向に動いたのであるが、山崎や加藤 筧の「随神道」に心酔し、 「神格」者たる天皇に直結する方向に動い のであ５
　
綱澤満昭は、山崎のこの晩期の言動を、次のように批
判する
（11
（
。
「彼ら［山崎と加藤完治］の方法が単に天下り的に国の政策を伝達したのではなく、農村の実情を「興村行脚」により、 しらみつぶしに知っていたということ（特に山崎の場合）と、それにもとづく日常的合理性を常に考慮のなかに入れていたということである。　
それゆえに農本主義のプロパゲーターとして機能し
えたし、現状をたえず共同体と の維持に連結させる
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方法で天皇支配秩序の価値体系を支える役割を果たしえたのである。そしてそ ことは、そこにおける農民教育運動が、大正期に台頭する諸々の教育運動のなかで、第二次世界大戦が終了するまで、たくましく行き続けた一つの理由とな であろう。それだけにこの山崎、加藤の方針が国策 結びついてなされた きこには実に恐ろしい犠牲 彼らの本心とはかかわりないところで生起した である。そ 意味で、私は同じ農本主義者のうちでも、山崎や加藤 「主観的善意」の方がより恐ろしいの ある」と。
　
山崎は、 綱澤の言のごとく、 「主観的善意」に基づいて「農
村自治」についても、 「農民道」についても、彼の説くところを実践すれば農民は真の幸福を得られるとの信念を抱いて、 これらを鼓吹したのであろう。しかし、 それは「主観的」善意であったばかりでなく、農民も 客観的 善意として受容したという側面 閑却 て なるまい かつて山崎から農業経営の合理化の講演を聞い 農民であっても、戦時体制を生き延びるためには、 「農民道」を実践し 業労働に励むほか選択肢がな とを知って る。６
　
綱澤はまた、 「農民道」の唱道について「社会制度の
階級性は「農民道」の実践によって、個人の心情のレベルに転換され、究極的には現 にある階級社会を無批判に受け入れる下地を着々と準備するという結果に終る
（1
（
」と批判
する。綱澤は、山崎に対し農民がその階級性に目覚めるよう指導することを期待するのであろうか。そ であれば、その期待は叶えられる筋合いではないと言わなければならない。山崎は、これまで述べてきたことによって明らかなように、農村共同体とその延長にあ 国家の繁栄を願っていたのであって、社会制度の変革は全く意図していず、二宮尊徳などの老農に倣い 現実を是認し、そ 制約の下にいかに農村の危機を救い、農業をいかに発展させるかを説いたのである。それ 山崎の 本思想は、 『農村自治の研究』の冒頭
（11
（
や『農家の経済』の序文に述べられ
（11
（
ていると
おり、農村・農家の幸福の希求が根柢に存在し、その鼓吹は農民の「個人 心情 レベル」に訴え 共感 得 ことによって目的が達成されるのであって、それが「 にある階級社会を無批判に受け入れる下地を着々と準備 という結果に終る」かどうか 問題は、 彼の関心事で なかったのである。
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おわりに
１
　
山崎は、 「昭和の二宮尊徳」と称えられ
（11
（
、 「農聖」と仰
がれた
（11
（
と言われる。しかし、これまでに述べてきた山崎の
農本思想を総括すれば、二宮尊徳とは異なり、農民の持つ汗と生活の匂いがなく、観念的であり、教科書的であり、楽観的であったと言わざるをえない。それは彼の経歴に所以するものと考える。山崎は 士族であり石川県金沢市に育ったが、農民になる望みを持って農学教育を受け、大学卒業後は北海道で開拓に従事すること 志した また、三重県に「我農園」を開設し、農業学校教師 引退した後の生活の場とする予定であった。しかし、周囲の情勢は彼農民になるこ を許さなかった。し がって、山崎の農業体験は学校農場あるい 農業試験場の圃場内に止まらざるを得ず、生活を懸けて農業に従事することはなかった。すなわち、彼にとって、農 はあくま 教える対象に ぎかった。 
横田英夫は、大正初年に、山崎を次のように批判してい
る
（11
（
。「吾人は、農民に勤倹の徳を勧め、共済の途を講ぜんとしつゝある所謂農村論者の労を多とするものであ
る。併しながら、勤倹や共済は如何なる時代にも説かれなかったことはない。今斯くの如き言葉を繰返して農民に臨み、以て農村救済の実を挙げんと努力せらるゝは、其の労やまことに多謝すべしと雖も、或は恐る、百年河清を待つの迂にあ ざるか 。退いて農村の事実を見よ。貧富の懸隔は益々甚しく、土地兼併の趨勢は益々急に、三千万農民に饑色あり。今 急潮奔流の中に座して当来頽廃の日を待つのみではない乎」 、
と。　
横田は、新聞記者から転じて小作組合のリーダーとなり、
大正末期には新潟県、岐阜県において小作争議の指導にあたった。彼の農業を見る眼は下層農民のそれであり、この視点から、山崎 観念的、かつ、老農も説いた道徳的農村救済策は現実的でないと批判するのである。　
山崎が説いた合理的農業経営論について、彼は自らの思
想の観念性を認めている。すなわち これを説いた『農家の経済』の序文に
（11
（
、 農家経営や農家経済の方法について「農
学校や農事講習所に於ては、相変らず農業経済に み偏して」いるので、経済を専攻しな が「此の著をなすに至った と、 験に基づかない著作である 言ってい 。その上でこの農業 営論を見ると、その特異性は村落共同
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体を基礎に置く資本主義体制に適応する農業経営を説いたところにあると言えるであろう。本来資本主義における企業経営は、利潤の追求を第一の目的とし、合理性・効率性を重視し、個人的情実を容れる余地はない。たしかに山崎も合理性を旨とし、勤倹・貯蓄に新たな解釈を加え、農民に対し農業経営者 ての自覚と分別と行動を求める。さらに、規模の不利益性を補うために農会、産業組合 よ農業の共同化を推奨する。ここまでは修正 に立脚していると言ってよい。しかし 処分については個別経営については「分度」によ 蓄積を勧める。 「山崎言によれば、 「分度」は「百円の収入が れば七拾円 暮ら」し、
｢ その余を貯蓄する訳であるから、之により財に余裕
が生ずる
｣
と説明し、さらに地域に対して「推譲」するよ
う説く
（11
（
。これでは資本主義に受動的に適応する経営は成り
立つとしても 資本の蓄積が制限されるため、 拡大は困難となるし、作況変動、経済不況 対応可能な農業技術品種の導入 ど経営の質的な改善は望めない。従って、彼の説く合理的農業経営の展開は、あくまで農村共同体的制約の下になされ得るのであって、一部の条件が整った時期或は地域において実現す 可能性はあったとしても、全国的に見れば長期的にわたる大正末から始まる農業不況に耐
え得るものではなかったのである。　
ところが、 彼は農村共同体の持つ力に信を置き、 農村不況
は農民の団結により克服できると次のように説いている
（11
（
。
「若し農民が団結して、自己の生産せし米を倉庫で押へたなら如何なるであらう。六千万石の一割六百万石を押 ることは、農業倉庫の普及で確かに出来ることである。さすれば米価問題は農民が左右し得ることになる。　
若し農民が団結して、自己の余剰金を尽く信用組合
に預けることにしたら如何なるであらう。小銀行は勿論、政府の融通金も余程苦しく それは出来ぬことにあらずして出来 であり、農村 欠点である。金利の高さを下げ、不融通を緩和することにもなる。何んぞ低利資金にお百度を踏む必要がうか」
と。　
米価の維持については、山崎には、大正九年の農会挙げ
ての米投売防止運動に成功した体験があった。しかし、大正年間は植民地米の移出余力が乏しく、国内市場への圧力は軽微
（11
（
であったため、農会の運動は成果をおさめ得たので
あるが、昭和に入り朝鮮の移出余力は産出量の四割を超
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え
（1
（
、品質の差を国内市場の国産米との価格についてみると、
米価低迷期の昭和四―六年には石当たり一円内外まで接近し
（11
（
、市場における国産米の優位性は、質量 もに失われて
いた。したがって、山崎の提唱する農民主導の価格維持のための出荷カルテルが結ばれても、需要 朝鮮米によって充たされる公算が高く、成功する余地はなかったであろう。　
また、農民の余剰金の信用組合への集中的預金について
は、中堅農家の三分の二が赤字であって、農村の負債総額が五〇億円に上り、一部農民団体が農家負債について三年間のモラトリアムを政府に対する要求に掲げる
（11
（
状況にあっ
ては、農家に政府当局 当惑させるほどの余剰金が眠っている情勢になかったと思われる。　
このように、山崎の説く観念論に基づく主張は不況の深
化に伴い実態から遠くなり、これが彼を次第に精神主義「農民道」の唱道に専心せしめ、遂には農業資材入手困難に陥った太平洋戦争末期 は つて合理的農業経営を主導した過去を忘れ、ひたすら農業生産への挺身 叫ぶ農本主義者と化せしめた要因であると考える。２
　
以上、本稿が山崎の農本思想の変容を明治末から第二
次世界大戦中までの農業情勢の変化の過程において捉え、
また他の農本主義者の思想との対比を行うことにより、課題とし 山崎の思想の本質を解明することが出来たと考える。特に「農民道」が一種の宗教であると規定したことにより、 先行研究が、 山崎は「普通の農本主義者」とする論（安達生恒）に対しては、晩期には「ほとんど何もしていない」のではなく一種の宗教たる「農民道」を教導する国策推進に協力する農本主義者であったこと、山崎 を初期から晩期まで一貫するもの て捉える論（武田共治）に対しては、晩期の「農民道」 唱道 初期、中期 思想とは別系統の思想であって一貫していない思想であること 明らかにしたことは、今後の山崎研究に新 な平面を開くものであると考える。
註（
１）  
山崎延吉「農民道の闡明」 『山崎延吉全集』第五巻、九頁。
（
２）  
山崎延吉「興村行脚日記」 、 我農生興村行脚三〇年』 （以
下『興村行脚』と略記する）七二四頁（昭和五年一〇月二九日条） 。
（
３）  
山崎延吉『我農生回顧録』 （山崎延吉全集刊行会編
一九三五年）二三一頁―二三二頁。
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六二
（
４）  
横井時敬「現今農業政策」 『横井博士全集』第二巻、
三〇二頁。
（
５）  
前掲註（３）八一頁。
（
６）  
山崎延吉『農村自治の研究』一五三頁。
（
７）  
新渡戸稲造『武士道』 （矢内原忠雄訳） （岩波文庫、
一九三八年）一三五頁。
（
８）  
福沢諭吉『福翁百話』 （五二話） （角川文庫、一九六六年）
一一七頁。
（
９）  
新渡戸稲造は、 武士道』の執筆の動機を、ヨーロッパに
おいてベルギーの学者に日本の宗教教育の有無について聞かれたためとしている（前掲矢内原訳本、八頁）が、我が国固有の道徳規範の優秀性を欧米諸国に再認識させると同時に、社会主義思想の流入などにより弛緩する我が国社会の引締めを意図し ものではないか。そうだと れば、欧化の行き過ぎに対する国家主義的反発の現れと理解できるのではないか。
（
（0）  
山崎延吉「農民の活路」 『山崎延吉全集』第七巻、六〇頁。
（
（（）  『山崎日記』 （未刊。愛知県安城市立歴史博物館蔵）大正三年三月一五日条に「小平君ノ紹介」により筧を私宅 訪ねた記事が見える。筧克彦と小平権一は、長野県立諏訪中学の同窓生である。同日記によれば 講演 大正三年四月四日、五日の二日間行われ、山崎は四日条には「深遠雄大ノ神道ヲ聞キテ感得スル所不尠空前ノ講演ナルヲ喜ブ」とあり五日条には「古神道ノ信念ノ他ニ超越スルモノアルヲ
知ツテ皇国ニ生レシ事ヲ喜ブ」と記し、感激している。四月一〇日に上京した際「筧博士ヲ訪問シテ同門人タルヲ約ス」と記し、筧を師と仰ぐ決意を表している。
（
（（）  
武田清子「背教者・加藤完治の農民教育思想」 『土着と背
教』 （新教出版社 一九六七年）二八五―二八六頁
（
（（）  
山崎延吉「農民道」 『山崎延吉全集』第五巻、二一頁。
（
（（）  
前掲註（
（0）八七頁。
（
（（）  
前掲註（３）二一七頁。
（
（（）  
構想は大正一二年頃から練られており、 『山崎日記』大正
一二年三月一二日条にその旨が見える。
（
（（）  
前掲註（２）六七頁。
（
（（）  
塾形式により農民を養成する施設は、昭和八年現在、日
本国民高等学校方式の諸校のほかに、杉山元治郎の農村福音学校、岡本利吉の農村青年共働学校、安岡正篤の農士学校、横尾惣三郎の農民講道館、橘孝三郎の愛郷塾などがあり、指導者の思想を反映して種々の教育が行われていた（協調会編『農村に於ける塾風教育』 〈 九三四年〉一―三頁） 。
（
（（）  
加藤完治「国民高等学校運動」 、 『日本農業年鑑』 （富 協
会、一九三二年版）二八六頁。
（
（0）  
神風義塾が毎年三重県に提出した「学事年報」 （愛知県安
城市教育委員会所蔵・未刊 よれば、塾は初 度 昭和四年度に一〇 三四一円、 五年度に四 五五〇円、 六年度に三四二〇円の塾主補給金の拠出を得て収支の帳尻を合わせている。この状況は経営が安定すべき後年度においても続き、
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昭和一三年度には三、 二六〇円、一四年度には三、 〇〇〇円が拠出されている。このように、塾の農業経営体としての収支は相償わなかったのが実態であった。
（
（（）  
前掲註（２）五三頁。
（
（（）  
神風義塾の日課は、次のとおりである（ 『興村行脚』五八
頁） 。一、起床
　
午前四時三十分、法螺の音がポー、ポーと鳴ると、
雀と一緒に躍ね起る。
二、神宮遥拝
　
活々した眸で、小笹に宿る銀の露を軽く散
らしつゝ、遥拝所に集つて遥拝、了つて一同国旗の竿の下に集る。
三、国旗掲揚
　
君が代の合唱と共に、綱を曳き、大空高く
日章旗を掲げ
四、皇国体操
　
ヤマトハタラキの運動を厳粛に行ひ、陛下
の弥栄三唱、礼拝を終る。
五、朝の作業
　
行事を終へて九時十五分から。
六、朝飯
　
六時三十分、朝飯の法螺貝が鳴る。
七、午後の作業
　
午前七時から。
八、昼飯
　
午前十一時十五分、午の法螺貝が響き、一時間
休養。
九、学課
　
昼飯後一―二時間、雨天は武道を行ふ。
一〇、午後の作業
　
休養なり、講義なりが終つてから。
一一、作業終る
　
午後五時四十分、知らせが鳴ると農具を
洗ひ整頓。
一二、 国旗降納
　
今後六時国旗の下に集る、 最敬礼にうちに、
日没のやうに国旗は地に降りる。
一三、夕飯
　
午後六時、寛いで楽しい団欒。
一四、入浴
　
夕食後から八時迄の自由時間のうちに行ふ。
一五、図書閲覧、自習一六、神宮遥拝
　
九時にポーが鳴ると、清福な一日は暮れ
る、遥拝の為め一室に集り、二拝、二拍手、黙祷、二拍手、一拝で終る。
（
（（）  「興村行脚日記」 （ 『興村行脚』五五六頁）に、 「土に親しむで見たいとは長年の念願であった。老いたりと雖も若い者には決して負けぬと信じて〔中略〕居たが、やって見ると左様は許さない。精神的方面と肉体的方面には 厳然差別の有る事を今更に味識し、生理的に確かに老ひたるを自覚した」 （昭和四年五月二三―二九日条）と記してい 。山崎は五六歳であった。
（
（（）  
山崎は、宇垣一成朝鮮総督とは昭和三年以来の知己（ 「興
村行脚日記」 、 『興村行脚』四七七―四七八頁 昭和三年一〇月四日条）で 総督自ら二度手紙で懇望された末に受けたという（我農生山崎延吉伝刊行会編『我農生山崎延吉伝』 〈風媒社、 一九六六年〉一八三頁） 。しか 小平権一は、「山崎延吉先生を朝鮮総督府へやって」と述べており（安藤良雄編『昭和経済史への証言』上〈毎日新聞社、 一九六五年〉一三五頁） 、朝鮮総督府が山 に働きかけたの 、農林省当局の推薦を受けてのこ であったと思われる。
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（
（（）  「朝鮮における農山漁村振興運動」 、 『山崎延吉全集』第二巻、四二三頁。
（
（（）  『我農生山崎延吉伝』一八四頁、一九九頁。
（
（（）  
前掲註（１）七六―七七頁。
（
（（）  
大日本報徳会『報徳』一九三八年一〇月号。
（
（（）  
農道会の規約の例として、福岡県山門郡農道会規約を挙
げれば、左の通りである（ 「興村行脚日記」 （ 『興村行脚』四八一頁―四八三頁） 。一
　
本会ハ山門郡農道会ト称ス
二
　
本会ハ農道講習会出席者ニ本会ノ主義ニ賛成スルモノ
ニシテ農道講習生ノ推薦ニヨルモノヲ以テ組織ス
三
　
主義及目的
　
本会ハ山崎先生ノ教ヲ守リ ノ本義ニ立脚シ農村振興ノ先駆者トシテ理想ノ農村建設ノタメ積極的活動ヲナス
四
　
事業
　
一
　
総会
　
春秋二回ニ総会ヲ開ク
　　　　　　
但シ必要ノ際ハ臨時総会ヲ開ク
　
二
　
研究調査
　
本会ハ必ス農事上ノ一品研究調査ヲナス
　
三
　
研究会
　
研究調査ニ拠ツテ得タル体験ノ発表ヲナシ
相互研究ヲナス
　
四
　
成績発表
　
本会ニ於テ優良ト認メタル成績ハ農事小
組合長会及其他適当ナル機会ニ之ヲ発表ス
　（以下
　
略）
（
（0）  
山崎延吉『更生農村教育』 （賢文社一九三四年）一〇七頁。
なお、佐賀県農会は、昭和七年「十ヵ年計画農村青年教導要綱」を定め、昭和七年度から一六年度までの七年間『農民道講習会』を開催することとした（佐賀県農会『農民道の教導』 〈一九三三年〉七頁） 。
（
（（）  
加藤完治「農業教育と農民訓練」 （富民協会編『昭和農業
発達史』一九三七年）三五二頁。
（
（（）  
山崎延吉「農民の活路」四九頁。
（
（（）  
山崎延吉「斉家の栞」 、 『山崎延吉全集』第四巻、五三頁。
（
（（）  
農林省は、昭和一三年臨時 村対策部を設置し、主要農
業生産資材の配給統制を開始した（ 『帝国農会報』第二一巻第二号、一二二―一六〇頁） 。
（
（（）  
山崎延吉『興亜農民読本』 （富民協会、 一 三九年）四二頁。
（
（（）  
同右
　
四五頁。
（
（（）  
前掲註（
（（）二三七―二四〇頁。
（
（（）  
前掲註（２）九〇―九二頁。
（
（（）  
前掲註（
（（）四二頁。
（
（0）  
綱澤満昭「農本主義と人間の研究」 、 『農本主義と天皇制』
（イザラ書房、一九七四年）六四―六五頁。
（
（（）  
綱澤満昭「山崎延吉の「人」と「思想」 近代日本の土
着思想』 （風媒社、一九六九年）一二七頁。
（
（（）  
前掲註（６）一頁。
（
（（）  
山崎延吉『農家の経済』 （裳華房、一 一三年）序文三頁。
（
（（）  
桜井武雄『日本農本主義』 白揚社 三五 二七三頁。
（
（（）  
小平権一と近代農政編纂出版委員会編『小平権 近代
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六五
農政』 （日本評論社、一九八五年）九三頁。
（
（（）  
横田英夫「農村救済論」 （大正三年） 、 『明治大正農政経済
名著集』一二（農山漁村文化協会、一九七七年）一九四頁。
（
（（）  
前掲註（
（（）一―二頁。
（
（（）  
前掲註（６）二〇〇頁。
（
（（）  
山崎延吉「農道真髄」 、 『山崎延吉全集』第五巻、九三頁。
（
（0）  
米の輸移入量の大正七―一二年平均は、内地生産量の
一〇・九パーセントである（加用信文監修『日本農業基礎統計』 〈農林水産業生産性向上会議、 一九五八年〉三三八頁） 。
（
（（）  
農林省大臣官房総務課編『農林行政史』第四巻、 二一九頁。
（
（（）  
大槻正男「外地農業の発展と内地農業 『昭和農業発達史』
一〇六頁。
（
（（）  『都新聞』一九三二年六月三日朝刊及び内務省警保局『社会運動の状況』四・昭和七年（三一書房復刻版、一九七一年）九二八―九三一頁。
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